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＜連絡事項＞
・特になし。

＜入室状況＞
・移動なし。

＜患者様連絡事項＞
・高橋　三雄様～長女様来院し、入院時手続き行っています。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入・私物弄り繰り返し自制できず早めの開放終了となる。自室内では奇異行為あるが自傷行為、不潔行為なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。眼光鋭く、時折壁蹴り、壁叩き等の粗暴行為あるが外傷なし。妄想様の独語やや活発だが、拒食拒薬なく逸脱行為無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。10時から16時まで開放観察開始。開放中性的発言や逸脱行為なくホールで静穏に過ごし、トラブル無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・金沢　友昌様～身体拘束中。傾眠がちではあるが、食事は1/3～1/2摂取。内服薬は服用出来ている。ベッド上拘束中だが、オムツやズボンがずれてしまっており体動あり。点滴トラブルなく追補している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・梁田　桜様～身体拘束中。頻脈ではあるが、他バイタルサイン異常なし。皮膚科処置対応の際、大声出し抵抗あり。話し掛けや独語多く聞かれている。身体拘束中であるが、体動多くみられている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～被害妄想的な幻聴は持続しており、介入にも現実検討できず。都度頓服薬にて対応しており、衝動的な行動は無い。

・小比類巻　昇様～入院後は妄想に左右された発言なく、穏やかに他者との交流も見られている。
　　　　　　　　　他患者からの付き纏いはあるが、トラブルには発展せず。

・松原　義寿様～妄想幻聴に左右されは発言著明にて落ち着かず、徘徊や他室侵入など迷惑行為も著明に見られ、介入要している。服薬への拒否も強く、服用できずにいる。
